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Ｓ.Ｆ.Ａ.通信第１５号

（和歌山県漁業士連絡協議会報）

平成２２年３月
発行：和歌山県漁業士連絡協議会

Ｓ.Ｆ.Ａ.（＝ＳＳＳＳenior ＦＦＦＦishery ＡＡＡＡdviser、漁業士）
◆漁業士漁業士漁業士漁業士

将来の中核的漁業者として期待される漁業者や、優れた漁業経営を行い指導的役

割を果たしている漁業者をそれぞれ「青年漁業士」、「指導漁業士」として和歌山県

知事が認定しています。

現在は１１３名の漁業士が地域漁業の担い手として活躍しています。

和歌山県漁業士連絡協議会和歌山県漁業士連絡協議会和歌山県漁業士連絡協議会和歌山県漁業士連絡協議会

会員相互の連絡調整や交流資質向上を目的に、平成元年に発足しました。

年１回の総会の他、他府県との交流会の開催、魚食普及活動、部会での活動

などを通じて、お互いの情報交換や親睦を図っています。

～漁業士認定～
平成２２年２月１７日（水）に、アバローム紀の国において、「農業士・グリーンワー

カー・漁業士認定式が行われ、以下の９名の方が漁業士に認定されました。

青年漁業士 指導漁業士

禎西出恵悟さん（湯浅湾漁協） 幸前 泰さん（加太漁協）

西出一也さん（湯浅湾漁協） 中島教光さん（湯浅湾漁協）

渡邉剛士さん（比井崎漁協） 西中昭治さん（紀州日高漁協）

左東和也さん（和歌山南漁協） 深田武司さん（和歌山南漁協）

柴田晃司さん（和歌山南漁協）

認定証の授与 記念撮影
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～通常総会～
平成２１年７月１８日（土）和歌山市のＪＡビルにおいて、平成２１年度通常総会及

び親睦会を開催し、県下各地域から多くの漁業士の出席がありました。本年度は役員改

選の年となっており、新執行部が選出されました。

会 長 塩谷 昇 （紀州日高漁協）

副会長 榎本睦也 （和歌山南漁協）

副会長 東 里子 （紀州日高漁協）

監 事 山崎 晃 （和歌山東漁協）

会 計 山本広巳 （有田箕島漁協）

理 事 松村よう子（紀州日高漁協）

理 事 城山豊司 （海南市漁協）

理 事 松村英昭 （比井崎漁協）

～兵庫・徳島・和歌山３県漁業士交流会～
毎年開催されている３県交流会は、平成２１年９月８日～９日にかけて、兵庫県淡路

島で開催されました。初日は淡路市役所において、３県の漁業士がそれぞれ活動報告を

行い、意見交換を行いました。また、２日目は淡路市立山田小学校を訪れ、魚食普及活

動の一環として全校生徒３９名と一緒に、兵庫県明石名産「干しダコ」作りに挑戦しま

した。兵庫県漁連さんが活きたタコを提供してくれたので、タコを締めるところから始

まり、内臓や軟骨の取りのぞき、最後は竹串に固定するという一連の作業を子供たちと

ともに楽しく実施することができました。そのあと、体育館で「たこめし」や「ちりめ

ん」を食べながら交流会を行いました。

平成２２年度の開催地は、和歌山県の予定です。
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～瀬戸内ブロック漁業士研修会～
平成２１年８月２７日～２８日、岡山市において瀬戸内海関係９県の漁業士が参加す

る研修会が開催されました。初日は各県漁業士の日頃の活動を報告し、意見交換を行い

ました。他県漁業士から「漁業士としてやるべきことはなにか」という問いかけがあり、

共通の課題を抱えていると感じました。

２日目は横山製網株式会社及びナカシマプロペラ株式会社を訪問し、漁網や船舶のス

クリューの製造過程を見学する貴重な体験をすることができました。

～漁民の森づくり活動～
今年度は、岩出市根来山（平成１８年植樹）と日高川町船津（平成２０年植樹）の２

箇所で植樹した苗の保育のため、草刈り作業を行いました。根来山では、地元ＮＰＯな

ど計４５名の参加があり、下草刈りと漁民の森へ続く小道の整備を実施しました。また、

日高川町では、中津村森林組合の協力のもと日高地方の漁協青年部なども応援してくれ

計３５名の参加があり、身の丈ほどの雑草が生えていましたが、苗に日光があたるよう

苦労しながらもしっかりと刈り取っていきました。

参加された漁業士会の皆様、大変ご苦労さまでした。
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◆◆◆◆◆ 部会情報 ◆◆◆◆◆

～船びき部会～
部会長：中村拓也・書記：小林靖志

開催日：平成２２年１月２０日

場 所：和歌山県農林水産総合技術センター

水産試験場（串本町）

水産試験場で行っているシラスの研究・

調査の状況を聞きに水産試験場に行きまし

た。特に春シラス漁期の調査及び来遊予測

について研究員と意見交換を行いました。

～一本釣り部会～
部会長：山本友次・書記：前田恵一

開催日：平成２１年８月２１日

場 所：日高振興局（御坊市）

研修会として水産試験場から紀伊水道周

辺のアジ・サバ、タチウオの資源状況の説

明を受けました。その後、部会の取り組み

や視察計画などについて話し合いました。

～まき網部会～
部会長：松村和映・書記：松村英映

開催日：平成２２年１月３０～３１日

場 所：北さつま漁協他（鹿児島県）

まき網で漁獲したアジ・サバの畜養や

養殖を行っている鹿児島県の北さつま漁

協及び(株)タカスイを訪問しました。

この研修を、ゴマサバの単価アップの

取り組みの参考にしたいと思います。

～東牟婁部会～
部会長：東 信義・書記：塩地 誠

開催日：平成２１年１２月４～５日

場 所：京都府漁連宮津支所他（京都府）

東牟婁地区漁村青年協議会と合同でア

カアマダイのブランド化に取り組んでい

る京都府漁連と伊根町漁協を訪問しまし

た。品質と鮮度管理に努め、「丹後の

ぐじ」というブランドになっています。
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◆◆◆ われら漁業士 ◆◆◆

漁 師漁 師漁 師漁 師 と し てと し てと し てと し て 考考考考 え る こ とえ る こ とえ る こ とえ る こ と

青年漁業士 西出 恵吾

この２月に青年漁業士に認定されました湯浅湾漁業協同組合所属の西出恵悟です。

私は高校を卒業して鳶の仕事を経た後、平成４年に父の小型底びき網漁船に乗り子と

して乗り込んだのが漁師としての第一歩でした。以来、漁に関する知識や技術は父から

少しずつ教わり、途中独立を経て１８年近く小型底びき網漁業を行ってきました。

私が漁師をやりながら最近感じること、それは末永く漁業をやっていくために「漁師

として何をしなければならないか」ということです。漁獲物としてはタイやエビ類、タ

チウオやイカなどがありますが、海の資源の減少が問題となっている現在、今後も継続

して漁師を営んでいくためにはただ魚を獲るだけではなく、種苗放流や漁獲した小型魚

の再放流といった資源管理について、私たち漁師自身も積極的に取り組んでゆく事が必

要だと思います。私もこれまで漁協や有田地区漁業青年協議会の活動としてクルマエビ、

ノコギリガザミやオニオコゼの中間育成・種苗放流に参加した経験がありますが、最近

のオニオコゼの漁獲量の増加は、そんな活動の努力が実った成果だと私は思います。

最後に、現在の水産業界を取り巻く状況は、漁獲量の減少や魚の価格の下落など、私

たち漁師にとって非常に厳しいものとなっています。しかしながら、私たちの仕事は、

人間の生活の根幹である「食」を支えるものであるという誇りをもって、仲間の漁師や

県下全域の様々な業種の漁業士と協力しながら漁業を末永く営んでいけるよう、今後も

努力してゆきたいと思います。
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～～～～ 北北北北 南南南南 ～～～～

雑賀崎漁港 漁業者雑賀崎漁港 漁業者雑賀崎漁港 漁業者雑賀崎漁港 漁業者によるによるによるによる漁船漁船漁船漁船からからからから““““新鮮魚新鮮魚新鮮魚新鮮魚のののの直売直売直売直売””””
海草振興局 葦澤普及指導員

“新鮮な魚介類を直接消費者へ”と雑賀崎漁業協同組合が主催、和歌山市の後援のも

と、平成２２年１１月２３日（月・祝）午後２時から午後５時まで、鮮魚直接販売を雑

賀崎漁港で開催。天候にも恵まれて約３，０００人のお客様で賑わいました。

当日、小型底びき網漁船約６０隻が朝４時に出漁し、午後２時頃から次々と漁を終え

た漁船が帰港。その後、漁師さんがそのまま船上で魚を仕分けし、来ていただいた消費

者の方々に獲れたての新鮮な魚介類を直接販売しました。漁船の帰港を待ちわびた買い

物客が船の前に集まり、「アシアカエビ１０尾！」「アカシタビラメ３尾！」と次々に新

鮮な魚介類を買い求める声が飛び交いました。

午後３時までに帰港できた漁船では、当日漁獲物の７割以上が売れ、中には完売した

漁船もありました。水揚げされた主な魚介類は、アシアカエビ、コウイカ、アカシタビ

ラメ、カマス、マダイ、ウボゼ等でした。

漁船の入港を待つ人々

イベント開催用のチラシ

魚介類を買い求める人々

場　所　　　雑賀崎漁港内の岸壁　・　駐車場有（無料）場　所　　　雑賀崎漁港内の岸壁　・　駐車場有（無料）場　所　　　雑賀崎漁港内の岸壁　・　駐車場有（無料）場　所　　　雑賀崎漁港内の岸壁　・　駐車場有（無料）

　　　　　　　やさしい漁師さんが親切に販売してくれますので、漁港に遊びに来てください。　　　　　　　やさしい漁師さんが親切に販売してくれますので、漁港に遊びに来てください。　　　　　　　やさしい漁師さんが親切に販売してくれますので、漁港に遊びに来てください。　　　　　　　やさしい漁師さんが親切に販売してくれますので、漁港に遊びに来てください。

日　時　　　１１月１５日（日）　・　２３（月）　・　２９（日）　　１４：００～１７：００日　時　　　１１月１５日（日）　・　２３（月）　・　２９（日）　　１４：００～１７：００日　時　　　１１月１５日（日）　・　２３（月）　・　２９（日）　　１４：００～１７：００日　時　　　１１月１５日（日）　・　２３（月）　・　２９（日）　　１４：００～１７：００

　　　　　　　※天候不良により出漁できない場合は、中止になります。　　　　　　　※天候不良により出漁できない場合は、中止になります。　　　　　　　※天候不良により出漁できない場合は、中止になります。　　　　　　　※天候不良により出漁できない場合は、中止になります。

　　　　　　　お問い合わせは、雑賀崎漁業協同組合(073-444-2282)または、　　　　　　　お問い合わせは、雑賀崎漁業協同組合(073-444-2282)または、　　　　　　　お問い合わせは、雑賀崎漁業協同組合(073-444-2282)または、　　　　　　　お問い合わせは、雑賀崎漁業協同組合(073-444-2282)または、
　　　　
　　　　　　　和歌山市水産振興事務所(073-447-0327)まで。　　　　　　　和歌山市水産振興事務所(073-447-0327)まで。　　　　　　　和歌山市水産振興事務所(073-447-0327)まで。　　　　　　　和歌山市水産振興事務所(073-447-0327)まで。
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那智勝浦那智勝浦那智勝浦那智勝浦いせえびいせえびいせえびいせえび祭祭祭祭りについてりについてりについてりについて
東牟婁振興局 向野普及指導員

「第 1 回那智勝浦いせえび祭り」が平成２１年１０月３１日、那智勝浦町水産振興会

主催で開催されました。那智勝浦町は県内でも１、２を争うイセエビ水揚げ量を誇り、

マグロと並ぶ那智勝浦町の「新たな食」として広くＰＲするために、今年度初めて企画

されました。

町内の２漁協、２支所によるイセエビの直売や、女性漁業士の北郡千満子さんをはじ

めとした勝浦漁協女性部によるイセエビ汁の無料配布などが行われました。会場の勝浦

漁協魚市場はイセエビ汁や料理を求める多くの人でにぎわい、直売用のイセエビ４００

㎏があっという間に完売するなど大盛況でした。

いせえび祭りは今後も継続して実施して開催される予定で、『那智勝浦産イセエビ』の

知名度向上と消費拡大に取り組んでいくとのことです。

イセエビ汁の配布 イセエビの直売

お問い合わせ先

県庁水産振興課 ０７３－４４１－３００７ 丸畑主査

海草振興局産業総務課 ０７３－４４１－３３７２ 葦澤普及指導員

有田振興局産業総務課 ０７３７－６４－１２８６ 南普及指導員

日高振興局産業総務課 ０７３８－２４－２９４６ 田中普及指導員

西牟婁振興局産業総務課 ０７３９－２６－７９１０ 山内普及指導員

東牟婁振興局産業総務課 ０７３５－２１－９６０４ 横濵普及指導員
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